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シ
カ

庄
・堀
松
庄
を
併
せ
て
志
賀
郷
と
い
ふ
が
故
に
、
そ
の
内
堀

松
庄
を
除
き
た
る
四
ケ
庄
保
を
山
口
同
時
四
ケ
と
呼
び
し
た
る
べ

し
と
思
は
る
。
叉
御
公
領
分
と
あ
る
も
詳
か
友
ら
や
ノ
。
天
文

中

二
円
山
に
禁
裏
御
料
所
の
存
し
た
る
と
と

b
る
が
故
に
、
そ

れ
ら
の
倫
残
れ
る
を
指
し
L

に
や
。
〉

七
用
四
日
。
前
田
利
家
、
伊
達
政
宗
に
、
そ
の
豊
臣
秀

吉
に
献
じ
た
る
騰
の
嘉
納
せ
ら
れ
七
る
を
報
守
口

一
九
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三

【
伊
達
家
文
書
】

(
秀
吉
)

去
卯
月
御
佼
札
本
出
品
至
存
候
。
就
ν
共
料
供
一
閥
白
様
一
範
取
御
腹
之
儀

被
ν
成
=
御
所
望
一
候
慮
、
郎
被
=
据
上
一
御
進
上
、
別
市
御
問
者
之
官
被
ν

成
=
御
書
一
候
。
遠
路
被
ν
入一
一御
念
-
候
段
克
存
候
。
自
然
於
=
上
謹
一
御
用

等
候
者
可
v
承
候
。

柳
不
ν
可
ν
有
=
疎
意
一
候
唱
猶
期
=
来
信
之
時
一
候
間

不
ν
能
ν
詳
候
。
恐
K

謹
言
。
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(
天
正
十
六
年
四
月
五
日
の
依
参
照
。
〉

八
月
四
日
。
前
田
利
家
、
奥
野
与
兵
衛
に
、

内
四
百
俵
の
地
を
加
増
扶
持
す
。

【北

徴

遺

文
】

一

九

八

四

能
州
初
喰
郡
之
内
、
富
間
六
左
衛
門
尉
分
之
内
を
以
.
四
百
俵
鴛
--

加
域
一
令
-z
扶
助
一
誌
。
会
可
-一知
行
一
米
一
也
。
的
如
ν
件
。

天
正
十

六

焔

問

)

え

E
H

八

月

四

日

幸
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奥

与
兵
衛
政

(
・
呉
与
兵
衛
は
天
正
十
一
年
八
月
十
五
日
の
僚
に
見
え
た
る

奥
野
踊

一
郎
と
同
人
怒
る
べ
し
。
〉

澗
咋
郡
の

十
月
朔
日
口
前
田
利
勝
、
越
中
勝
興
寺
に
，、
百
俵
の
地

を
寄
準
す
。

一
九
八
五

，
於
一
御
寺
内
近
所
一
以
=組
打
百
俵
之
地
-
進
置
了
。
会
一叶
ν
有
=
御
寺
納
一

蹴
如
ν
件
。

【
勝
興
寺
文
書
】
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四
日

(
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宗
)

伊
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左
京
大
夫
蹴
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(
と
の
文
書
は
、
前
回
利
長
が
利
勝
と
署
名
せ
る
現
存
最
終

の
も
の

に
属
す
る
如
し
。
)

十
月
廿
四
日
。
前
田
利
家
、
溺
咋
郡
気
多
祉
に
、
制
札

を
奥
ふ
。

ロ田市ー
多
榊
枇
文
書
】

mm
咋
郡

一
九
八
六

気
多
太
一
判
官

一
、
紳
林
小
松
己
下
不
ν

可
=
伐
採
一
之
事
。

一
、
祉
制
之
地
内
ニ
武
家
・百
姓
不
ν
可
=
拘
置
一
之
事
。

一
、
枇
内
の
も
の
い
み
如
=
前
三
可
ν
仕
之
事
。

右
僚
K

違
背
之
族
有
ν
之
者
.
連
可
ν
加
=成
敗
一
者
也
。
的
如
ν
件
。

(
前
回
利
lM昨
)

天
正
十
六
年
十
月
廿
四
日

在

判

(
と
の
年
次
は
加
越
能
古
文
設
に
十
六
年
と
し
、
桜
井
文
書

及
び
北
撒
遺
文
化
十
二
年
に
作
る
。
後
者
は
非
た
る
べ
し
。
)

十
一
万
六
日
。
前
田
利
家
、
領
内
百
姓
に
、
京
大
仰
殿

建
築
の
資
材
と
し
て
所
有
の
万
・
脇
刺
を
提
出
せ
し
む
。
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【
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文
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】

一
九
八
七

一
、
破
謹
村

一
、

中

山

村

一
、
上
勝
候
村

一
、
森

*-.t 

右
大
仰
蹴
釘
・か
放
物
之
御
用
と
し
て
、
諸
圏
在
K

百
姓
共
之
万
・

脇
指
を
改
て
可
ν

上
之
ぽ
被
=
仰
出
一
候
問
、
在
k

家
な
み
に
刀
・
脇
ざ

し
・
鎚
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地
有
衣
第
可
ν
出
候
。
若
か
〈
し
置
に
沿
ゐ
て
は
可
=
成

敗
一
候
。
給
人
と
し
て

念
与
令
z
札
明
一
可
ν
上
ν
之
候
。
其
上
村
k

之
長

百
姓
を
治
山
へ
召
出
、
せ
い
し
を
さ
せ
可
ν

上
候
也
。
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